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問題

目的

方法

結果

心理学研究における研究法全体を記述できる表記方法を開発すること。 
また，具体的な研究論文をその表記方法を用いて記述すること。

１．問題に挙げた先行研究などから「対象」「論理」「仮説の扱い」「人称性」 
「データの種別」の五つの軸を用いて記述法を仮設 
２．実際の研究を仮設した記述法で記述 
３．より論文の特徴を表現できるように記述法を修正 
　→2と3を循環的に行う
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１．近年の様々な種類の「非・仮説検証」「非・RCT」型研究法の議論 
・臨床事例研究（山川，2015），一人称研究（諏訪，2016），アブダクション（米森，2007）［Peirce, Eco］， 
　混合研究法（Creswell et. al., 2010）など 

２．個々の研究方法論間の「独立性」＝「不連続性」 
・それぞれの異なる心理学分野での研究の蓄積を充分に生かせていない 
・他の分野の研究を低く評価………方法論の共通性がなく互いに内容を深く知らずに批判？） 

３．「質的」心理学の定着による安定化（≒陳腐化？） 
・「質的か量的か」という粗雑な議論 
・質的研究=仮説生成，量的研究=仮説検証と固定的にとらえてしまってよいのか 
・質的研究の質の担保の問題 

　→質的研究に限らず，心理学研究法全体を視野に入れた上で研究方法論を把握し，議論する必要性 
　　すべての心理学研究法を記述可能な共通フォーマットの必要性

考察 １．質的心理学研究における人称性の多様性，仮説生成の多さ仮説検証型研究や演繹型の可能性 
２．心理臨床学研究における対象，データ種別の多様性，仮説検証の多さの可能性 
３．両誌共通してのアブダクションの少なさ，帰納的研究の多さ 
４．対・人称性・データの種別の明瞭性，論理・仮説の扱いの不明瞭性 
　→一定の水準での研究法の記述が可能

課題：記述対象となる研究の量を増やす 
　　　対象となるジャーナルの種類を増やす
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